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研 究 概 要
1)詔艮煩各分煩耶の比較形態学的研究

















































































幸 島 野 外 観 嚢 施 設
岩本光雄 (施設長･兼)･森 明雄
幸島地域をめぐる観光開発や観光客の増大にと
もなって,観察フィー ルドとしてのみならず,全
島天然記念物としての幸島の維持には,多くの困
難さが持続している｡基本的には,国のレベルに
よる管理体制の検討なしには解決しえない問題で
あろう｡
53年2月以来,串島と本土の間に砂が雌田し,
干潮時には広く陸続きになる現象が超こった｡こ
のため観光客が自由に渡島でき,またサルの方が
観光客の餌にひかれて本土に渡る可能性が生じ,
そのあたりの管理に大きな努力を注ぐ必柴があっ
た｡夏になって陸と島が離れたが,51年2月に再
び島が陸続きになり始めた｡
≪群れの状況>
幸島に生息するニホンザルは,54年8月現在で
95頭である｡51年以来目立つようになったEZに群
れのまとまりが点くなる現象は,観光客その他の
人による彫智と考えられる｡それを防止するため
と,ここ数年,子ザルの成長の遅延と出産率の低
下が目立っているのでその回復をはかるためとの
2つの目的で,52年7月10日～9月5日に,毎朝
群れに大豆を給餌したが,53年定も7月5日～7
月27日'および7月31日～8月81日の期間'転朝
大豆を給餌した｡
前年の給餌の効果が現われ,53年度は18頭の7
カンボウの出産があった｡内訳は前年出産しなか
った経産メス7東のうら6頭が出産し,ここ数年
発育の遅れていたメスが-せいに初産 (7鎖)杏
行なった｡しかし,2年連続出産は見られなかっ
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